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○
平
成
16
年
中
に
営
業
・
農
業
・

不
動
産
（
地
代
・
年
貢
等
を
含

む
）
・
日
雇
い
・
ア
ル
バ
イ
ト

収
入
等
の
所
得
が
あ
っ
た
か
た

○
給
与
所
得
者
で
給
与
以
外
の
所

得
が
あ
っ
た
か
た

※
給
与
所
得
以
外
の
所
得
が
20
万

円
以
下
で
所
得
税
の
申
告
が
不

要
な
か
た
も
市
県
民
税
の
申
告

が
必
要
で
す
。

○
所
得
が
給
与
所
得
の
み
で
他
に

所
得
が
な
く
、
勤
務
先
か
ら
給

与
支
払
報
告
書
が
市
役
所
に
提

出
さ
れ
て
い
る
か
た

○
平
成
16
年
中
の
所
得
を
明
ら
か

に
す
る
書
類

・
源
泉
徴
収
票

・
自
営
業
、
農
業
、
不
動
産
収

入
の
あ
る
か
た
は
、
収
入
額

や
経
費
の
わ
か
る
帳
簿
書
類
、

固
定
資
産
税
課
税
明
細
書
等

○
平
成
16
年
中
の
控
除
を
明
ら
か

に
す
る
書
類

・
生
命
保
険
、
損
害
保
険
等
の

支
払
証
明
書
等
（
医
療
費
控

除
を
受
け
ら
れ
る
か
た
は
領

収
書
の
額
を
あ
ら
か
じ
め
集

計
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
）

○
印
鑑
（
認
印
で
か
ま
い
ま
せ

ん
）

○
申
告
さ
れ
る
か
た
名
義
の
金
融

機
関
・
口
座
番
号
が
わ
か
る
も

の
（
還
付
が
生
じ
た
際
に
必
要

に
な
り
ま
す
）

○
市
役
所
か
ら
送
ら
れ
た
簡
易
申

告
書
を
提
出
さ
れ
る
か
た

○
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
税
務

署
へ
提
出
さ
れ
る
か
た

○
２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け

て
い
る
か
た

○
生
命
保
険
満
期
受
取
金
・
生

命
保
険
契
約
等
に
基
づ
く
年
金

（
個
人
年
金
等
）
・
配
当
金
等

が
あ
っ
た
か
た

○
給
与
所
得
者
で
年
末
調
整
を
受

け
て
い
な
い
か
た
（
中
途
退
職

者
を
含
む
）

○
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て

い
る
か
た

旧西条市
日程

16日㈬
9:00～12:00 加茂

大保木
橘

氷見

玉津

飯岡

神戸

禎瑞

総合福祉センター
研修室（２）

大町

神拝

西条

9:00～16:00
9:00～16:00
9:00～15:00
9:00～16:00

9:00～15:00

9:00～15:00
9:00～15:00

9:00～16:00

9:00～16:30

9:00～16:30

9:00～16:30

9:00～16:00

13:30～16:30

22日㈫

17日㈭
18日㈮

23日㈬
24日㈭
25日㈮

21日㈪

１日㈫
　～４日㈮
７日㈪
　～10日㈭

14日㈪･15日㈫

28日㈪

11日㈮、

時間 対象地区
加茂公民館
石鎚ふれあいの里
橘公民館

氷見公民館

玉津公民館

飯岡公民館

神戸公民館

禎瑞公民館

会場
２　

月

３　

月

旧東予市
日程
16日㈬

市民会館
(旧東予市市民会館)

周布公民館
多賀公民館

国安公民館

楠河公民館

庄内公民館

壬生川公民館

三芳公民館
(農村環境改善センター)

吉井公民館
吉岡公民館

周布･吉田
石田･玉之江･広江･今在家
北条

大新田･壬生川･明理川･円海寺･喜多台
三津屋･三津屋南･三津屋東

国安･新市･高田･桑村･安用出作
新町･上市･広岡･石延･安用
河原津･河原津新田･楠･三芳

周布･吉田
北条

宮之内･大野･福成寺･実報寺･旦之上･河之内･黒谷

石田･玉之江･広江･今在家
安用出作･新町･上市･広岡･石延･安用
高田･桑村
国安･新市
三津屋･三津屋南･三津屋東
明理川･円海寺･喜多台
大新田･壬生川
三芳
河原津･河原津新田･楠

旦之上･河之内･黒谷
宮之内･大野･福成寺･実報寺

9:00
～
16:00

22日㈫

17日㈭
18日㈮

23日㈬

24日㈭
25日㈮

21日㈪

１日㈫
２日㈬
３日㈭
４日㈮

28日㈪

８日㈫

９日㈬
10日㈭
11日㈮

７日㈪

15日㈫
14日㈪

時間 対象地区 会場
２　

月

３　

月

平成 17年度
市県民税・国民健康保険税申告受付日程表

申
告
が
必
要
な
か
た
は

　

平
成
17
年
１
月
１
日
現
在
、
西
条
市
に
住
所
の
あ
る
か
た
で
…

申
告
の
必
要
が
な
い
か
た
は

申
告
時
に
持
参
す
る
も
の
は

申告をお忘れなく！
市県民税・国民健康保険税　２月16日㈬～３月15日㈫

　市県民税・国民健康保険税の申告時期です。申告日程表をご覧のうえ、期間中に必ず申告してください。
　申告期間中は、税務担当職員が申告受付のため公民館等に出張していますので、お住まいの地区の会場で
申告をお願いいたします。都合がつかない場合は、別の会場でもかまいません。
　また、２日間以上申告受付を行っている会場の場合、初日は大変込み合い長時間お待たせすることがあり
ますので、日程調整をお願いいたします。
　なお、所得税の申告で税務署から通知があったかたは税務署での申告となりますのでご注意ください。
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■確定申告書の作成
　税務署または市役所（支所を含む）に備え付けている
「確定申告の手引き」を参考にすれば申告書の作成が意
外と簡単にできます。自分で作成し、早めに郵送で提出
してください。
　なお、国税庁ホームページ（URL http://www.nta.
go.jp）で、所得税の確定申告書の作成および各種用紙
等をダウンロードできますので、ぜひご利用ください。

■申告相談窓口（被災者・公的年金受給者等）
　税務署では、納税者のみなさんが自分で申告書を作成
できるよう相談を受け付けます。
　なお、災害で住宅・家財等に被害を受けられたかたや
公的年金等受給者のかたを対象に、平成16年分所得税確
定申告書作成の説明会を開催します。
　開催場所・日時等は、１月号22ページに掲載していま
すのでご確認ください。
○申告相談に必要な書類
・申告書（税務署から送付された申告書をお持ちのか
たのみ）

・所得の計算に必要な書類、源泉徴収票
・印鑑、筆記用具、電卓
・医療費の領収書、支払保険料等の証明書
・災害にあわれたかたは、被害額等がわかる書類
・還付金の受取口座の分かるもの　など

■申告と納税の期限
○所得税・贈与税は３月15日㈫
○消費税・地方消費税（個人事業者）は３月31日㈭

■お問い合わせ先
　伊予西条税務署　個人課税部門（℡0897-56-3292）

○
各
種
控
除
や
国
民
健
康
保
険
税

の
軽
減
措
置
等
が
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。

お問い合わせ先

市民税課市民税係（℡0897 - 56 - 5151 内線 2262 ･ 2263 ･ 2264）

東予総合支所税務課市民税係（℡0898 - 64 - 2700内線 123 ･ 124）

丹原総合支所税務課市民税係（℡0898 - 68 - 7300内線 214 ･ 261）

小松総合支所税務課市民税係（℡0898 - 72 - 2111 内線 114）

○
所
得
証
明
書
や
課
税
証
明
書
の

発
行
が
で
き
ま
せ
ん
。

申
告
受
付
会
場
は
、
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
す
。

○
旧
東
予
市
・
丹
原
町
・
小
松
町

の
か
た
へ

　
　

例
年
、
市
県
民
税
・
国
民
健

康
保
険
税
の
申
告
が
必
要
な
か

た
に
申
告
案
内
の
通
知
を
出
し

て
い
ま
し
た
が
、
今
回
か
ら
通

知
い
た
し
ま
せ
ん
。
申
告
日
程

表
を
ご
覧
の
う
え
忘
れ
ず
に
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

○
農
業
所
得
の
計
算
は
実
額
に
よ

る
収
支
計
算
で
行
い
ま
す
。
申

告
に
際
し
て
は
必
要
書
類
等
を

ま
と
め
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

○
国
民
年
金
保
険
料
は
国
が
直
接

収
納
し
て
い
ま
す
の
で
、
市
で

は
納
付
額
（
控
除
額
）
を
証
明

で
き
ま
せ
ん
。
領
収
書
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

○
旧
西
条
市
の
か
た
へ

　
　

大
町
・
神
拝
・
西
条
校
区
の

旧小松町
日程
16日㈬ 岡村・藍刈

小松総合支所
２階ホール

小松総合支所
２階ホール

旧藩・町東
新屋敷
一本松・駅前
新宮藤木・宝来・玉河
川原谷・中西北町
南川
北川・石鎚団地・石鎚
旧小松町全地区
安井・明穂
西・中・東大頭

小松農村環境
改善センター妙口上・下

妙口原・都谷
大郷・湯浪

旧小松町全地区

9:00
～
16:00

22日㈫

17日㈭
18日㈮

23日㈬
24日㈭
25日㈮

21日㈪

１日㈫
２日㈬
３日㈭
４日㈮

28日㈪

７日㈪

時間 対象地区 会場
２　

月

３　

月

８日㈫
　～11日㈮
14日㈪･15日㈫

旧丹原町
日程
16日㈬ 9:00～16:00 長野

田野公民館田野上方・北田野
高松・川根
来見・湯谷口
関屋・寺尾・明穂
石経・志川
古田・徳能出作
徳能・高知
鞍瀬
田滝・田滝前
明河

中川公民館

徳田公民館

桜樹公民館
田滝集会所
明河集会所
千原集会所
丹原総合支所
楠窪集会所
臼坂集会所

丹原総合支所
２階会議室

千原
南部・久妙寺
楠窪
臼坂
南部・久妙寺
今井
丹原
池田
願連寺

旧丹原町全地区

9:00～16:00
9:00～16:00
9:00～16:00
9:00～16:00

9:00～16:00

13:30～16:00
9:00～11:30

9:00～11:30

9:00～16:00

9:00～16:00
9:00～16:00
9:00～16:00
9:00～16:00
9:00～16:00

9:00～16:00

13:30～16:00
9:00～11:30

13:30～16:00

9:00～16:00

9:00～16:00

22日㈫

17日㈭
18日㈮

23日㈬
24日㈭
25日㈮

21日㈪

１日㈫

２日㈬

３日㈭
４日㈮

28日㈪

10日㈭

時間 対象地区 会場
２　

月

３　

月

14日㈪･15日㈫

７日㈪～９日㈬

11日㈮、

申
告
を
し
な
い
と

ご
注
意

申告書の提出は、自分で書いて、

郵送などで、お早めに

税務署からのお知らせ
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西
条
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

の
選
挙
が
西
条
市
議
会
に
お
い
て

行
わ
れ
、
次
の
か
た
が
新
委
員
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
選
挙
管
理
委
員
会
に
お

い
て
委
員
長
に
宮
下
憲
三
氏
が
、

委
員
長
の
職
務
代
理
者
に
白
石
道

正
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
の
任
期
は
、
平
成
16
年
12

月
22
日
か
ら
平
成
20
年
12
月
21
日

ま
で
で
す
。

　長年にわたり体育指導委員として地域のス
ポーツ普及振興に尽力されたことが評され、
姫路市で11月に開催された第45回全国体育指
導委員研究協議会において、岡田靖雄氏と東
予市体育指導委員会の皆さんが次の各表彰を
受賞されました。おめでとうございます。

体育指導で全国表彰受賞

宮下憲三氏
（飯岡）

全国体育指導委員
連合優良団体表彰

堀川泰規氏
（小松町新屋敷）

玉井行雄氏
（丹原町高松）

文部科学大臣表彰

東予市体育指導委員会
（代表　柴田幸唯氏）

白石道正氏
（北条）

岡田靖雄氏
（丹原町池田）

選挙管理委員が選任されました

川
柳
・
俳
句
・
短
歌
大
会

　

梅
を
愛
で
な
が
ら
気
軽
に
風
流
を
楽
し
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。
「
梅
」
ま
た
は
「
水
」
を
題
材

と
し
た
作
品
を
募
集
し
ま
す
。
（
作
品
は
当
日

の
９
時
〜
12
時
、
会
場
で
受
付
）

　

㈳
全
日
本
川
柳
協
会
常
任
幹
事
津
田
暹
氏

（
観
光
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
に
よ
る
川
柳
講
演
な

ど
も
開
催
し
ま
す
。

お
茶
席

　

抹
茶
と
和
菓
子
で
お
接
待
い
た
し
ま
す
。

餅
つ
き

　

つ
き
た
て
の
お
餅
を
差
し
上
げ
ま
す
。

甘
酒
で
お
も
て
な
し

　

甘
酒
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
を
し
ま
す
。

蘇
る
古
代
土
器
展
＆

　

懐
か
し
の
〝
西
条
ま
つ
り
〞
写
真
展

　
「
池
の
内
遺
跡
」
の
出
土
品
と
昭
和
初
期
か

ら
40
年
代
の
「
西
条
ま
つ
り
」
の
写
真
を
展
示
。
問合せ　西条市庁舎観光振興課　℡0897―56―5151内線2553

２
月
13
日
㈰　

11
時

会場案内図

アクセスマップ
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サ
イ
ク
ス
の
大
い
な
る
夢

食
品
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
構
想

新
西
条
市
発
〝
四
国
の
発
展
〞

日
本
の
産
業
再
生
へ

　

サ
イ
ク
ス
の
夢
は
、
当
地
域
で

産
す
る
豊
か
な
一
次
産
品
、
農
・

畜
・
水
産
品
を
地
域
固
有
の
最
重

要
資
源
と
し
て
と
ら
え
、
集
荷
・

加
工
・
直
販
と
、
製
造
・
流
通
を

一
体
化
し
た
食
品
関
連
の
新
産
業

団
地
を
創
設
し
よ
う
と
い
う
も
の

で
す
。

　

西
条
市
は
新
産
業
都
市
と
し
て

大
企
業
誘
致
策
に
よ
っ
て
大
き
く

発
展
し
、
四
国
最
大
の
工
業
地
帯

で
あ
る
東
予
地
域
の
中
で
も
立
地

事
業
所
数
、
規
模
な
ど
名
実
共
に

そ
の
中
核
と
し
て
の
位
置
付
け
を

確
立
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
現
在
、
経
済
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
中
で
国
内
製
造
業
の
空

洞
化
、
産
業
再
編
成
の
波
が
押
し

寄
せ
る
時
代
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
社
会
に
お
い
て
も
「
地
方
分

権
」
の
時
代
が
現
実
の
も
の
と
な

っ
て
お
り
、
自
ら
の
問
題
は
自
ら

が
解
決
す
る
と
い
う
独
立
自
尊
の

意
識
が
求
め
ら
れ
、
西
条
市
を
含

む
地
域
も
産
業
振
興
の
努
力
な
く

し
て
は
安
泰
で
は
な
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
サ
イ
ク
ス
と
し
て
は

自
分
た
ち
の
組
織
力
を
生
か
し
、

そ
の
夢
を
実
現
す
る
た
め
、
地
域

に
あ
る
資
源
を
生
か
し
た
一
つ
の

構
想
を
考
え
て
い
ま
す
。

■
新
西
条
市
が
持
つ
有
利
な
条
件

○
豊
か
で
良
質
の
水
資
源

○
四
国
の
へ
そ
に
立
地
す
る
地
勢

的
優
位
性

○
良
好
な
環
境
条
件
か
ら
生
み
出

さ
れ
た
豊
か
な
農
産
品

○
環
境
に
対
す
る
省
エ
ネ
・
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積

○
サ
イ
ク
ス
を
核
と
し
た
人
材
、

ノ
ウ
ハ
ウ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

○
新
産
業
を
核
と
す
る
産
業
力
の

集
積

○
水
素
吸
蔵
合
金
反
応
を
活
用
し

た
冷
凍
技
術
の
獲
得
（
Ｍ
Ｈ
冷

凍
技
術
）

○
２
市
２
町
合
併
に
よ
る
地
域
総

合
力
の
結
集
と
産
学
官
連
携
促

進
に
見
ら
れ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

対
応
能
力

○
地
方
産
業
改
革
の
多
様
化
（
構

造
改
革
特
区
を
始
め
と
す
る
地

域
ニ
ー
ズ
の
掘
り
起
こ
し
等
）

提
案

　

前
項
で
述
べ
て
き
た
諸
条
件
を

活
用
し
、
「
西
条
市
の
持
つ
経
営

資
源
を
集
結
し
て
、
西
条
市
の
繁

栄
の
基
礎
と
な
る
新
産
業
を
創
ろ

う
！
」
そ
れ
が
食
品
加
工
流
通
コ

ン
ビ
ナ
ー
ト
構
想
で
す
。

　

こ
の
構
想
の
核
と
な
る
技
術
は

サ
イ
ク
ス
が
管
理
法
人
と
し
て
経

済
産
業
省
の
資
金
で
開
発
し
た
水

素
吸
蔵
合
金
（
Ｍ
Ｈ
）
冷
凍
装
置

で
、
原
理
的
に
は
冷
熱
源
（
地
下

水
）
と
高
熱
源
（
工
場
排
熱
）
を

利
用
し
て
冷
凍
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
取

り
出
せ
る
と
い
う
も
の
で
す
。
冷

凍
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
ほ
と

ん
ど
コ
ス
ト
を
か
け
ず
得
ら
れ
る

と
い
う
夢
の
技
術
で
、
そ
の
魅
力

を
核
に
し
て
西
条
市
に
食
品
加
工

企
業
、
冷
蔵
企
業
を
誘
致
し
て
食

品
工
業
団
地
を
創
ろ
う
と
い
う
も

の
で
す
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム

が
確
立
す
る
と
生

産
地
か
ら
消
費
地

に
直
送
・
直
販
化

す
る
こ
と
に
よ
る

流
通
経
費
の
３
分

の
１
を
削
減
、
食

の
安
全
に
対
す
る

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ

ィ
（
生
産
履
歴
）

の
保
証
、
水
素
Ｍ

Ｈ
冷
凍
技
術
に
よ

る
ノ
ン
フ
ロ
ン
、

二
酸
化
炭
素
の
削

減
に
よ
る
環
境
保

全
に
も
対
応
す
る

の
で
、
国
際
競
争

力
Ｕ
Ｐ
に
繋
が
り

ま
す
。

　

サ
イ
ク
ス
で
は

当
地
域
の
重
要
な

産
業
で
あ
る
一
次
産
業
の
振
興
を

図
り
、
地
域
に
恵
ま
れ
た
資
源
を

創
意
工
夫
に
よ
っ
て
生
か
し
、
新

地
域
産
業
を
創
出
し
育
成
し
て
い

こ
う
と
い
う
夢
を
描
い
て
い
ま
す
。

　

次
回
は
、
さ
ら
に
こ
の
夢
の
実

現
へ
の
道
筋
に
つ
い
て
お
話
し
し

ま
す
。

※
こ
の
構
想
は
、
昨
年
12
月
に
中

四
国
農
政
局
主
催
の
「
ア
グ
リ

ビ
ジ
ネ
ス
産
学
官
連
携
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
で
発
表
し
た
も
の
で

す
。

　産業情報支援センターの運営組織である
㈱西条産業情報支援センター（愛称：サイク
ス）の各種情報をお知らせします。
　今回は、当センターの津田ジェネラルマ
ネージャーから食品コンビナート構想につい
てお知らせします。

SICS information
サイクスの情報をお知らせします

もっと詳しく知りたいかたは…
○産業情報支援センター
（℡ 0897－53－0010　FAX 0897－53－0011  Ｅメール info@saijo-sics.co.jp ）
サイクスのホームページもご覧ください。
  http://www.saijo-sics.co.jp/

Saijo Industry & Information
 centre  for support

Vol. 3津田雄造
ジェネラルマネージャー
（元大阪中堅鉄鋼商社経営者）
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台
風
21
号
の
被
災
者
の
か
た
へ

被
災
者
生
活
再
建
緊
急
支
援
事
業
の
申
請
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す

市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

■お問い合わせ先
　西条市庁舎
　℡ 0897ー56ー5151
　東予総合支所
　℡ 0898ー64ー2700
　丹原総合支所
　℡ 0898ー68ー7300
　小松総合支所
　℡ 0898ー72ー2111

　

昨
年
の
９
月
29
日
に
襲
来
し

た
台
風
21
号
で
災
害
救
助
法
が

適
用
さ
れ
た
旧
西
条
市
・
小
松

町
の
か
た
に
は
、
次
の
支
援
策

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

申
請
期
限
が
間
近
に
迫
っ
た

支
援
策
が
あ
り
ま
す
。
ま
だ
手

続
き
を
さ
れ
て
い
な
い
か
た
は

期
限
内
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。

被
災
者
生
活
再
建
支
援

法
に
係
る
支
援

対
象
世
帯

　

全
壊
、
大
規
模
半
壊

対
象
経
費

○
生
活
関
係
経
費
（
生
活
再
建

に
必
要
な
物
品
の
購
入
費
と

物
品
の
修
理
費
な
ど
）

○
居
住
関
係
経
費
（
解
体
〈
除

却
〉
、
撤
去
、
整
地
費
な
ど

※
物
品
の
購
入
費
・
修
理
費
に

は
指
定
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

支
援
金

　

災
害
の
程
度
、
世
帯
の
収
入

に
応
じ
て
37
万
５
０
０
０
円
〜

３
０
０
万
円

申
請
期
限

○
生
活
関
係
経
費

　

平
成
17
年
10
月
28
日
㈮

○
居
住
関
係
経
費

　

平
成
19
年
10
月
29
日
㈪
（
た

だ
し
、
家
賃
等
に
関
し
て
は
、

平
成
18
年
10
月
30
日
㈪
）

※
そ
れ
ぞ
れ
の
申
請
期
限
内
に

精
算
を
済
ま
せ
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

被
災
者
生
活
再
建
緊
急

支
援
事
業

対
象
世
帯

　

全
壊
、
大
規
模
半
壊
、
半
壊
、

一
部
損
壊
、
床
上
浸
水

対
象
経
費

　

住
宅
の
解
体
（
除
却
）
、
撤

去
、
整
地
費
、
物
品
の
購
入
費
、

物
品
の
修
理
費

※
物
品
の
購
入
費
・
修
理
費
に

は
指
定
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

補
助
金
の
額
（
使
っ
た
費
用
の

４
分
の
３
）

　

災
害
の
程
度
、
世
帯
主
の
収

入
に
応
じ
て
15
万
円
〜
１
０
０

万
円

申
請
期
限

　

平
成
17
年
２
月
28
日
㈪

貸
付
金

■
生
活
福
祉
資
金
貸
付
金
（
住

宅
資
金
お
よ
び
災
害
援
護
資

金
）

対
象
世
帯

　

被
災
し
た
低
所
得
者
世
帯

貸
付
限
度
額

　

災
害
の
程
度
に
応
じ
て
、

　

１
５
０
万
円
〜
３
５
０
万
円

貸
付
利
率

　

年
３
％
（
償
還
後
、
利
子
補

給
さ
れ
ま
す
）

申
請
期
限

　

平
成
17
年
３
月
28
日
㈪

問
合
せ

　

西
条
市
庁
舎
社
会
福
祉
課
総

務
福
祉
係
（
内
線
２
３
２
３
）

　

昨
年
９
月
か
ら
10
月
に
か
け

て
相
次
い
で
襲
来
し
た
台
風
は

全
国
各
地
に
大
き
な
傷
跡
を
残

し
ま
し
た
。
市
内
に
お
い
て
も

尊
い
人
命
が
失
わ
れ
る
な
ど
、

過
去
に
例
の
な
い
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
こ

う
し
た
災
害
か
ら
受
け
た
教
訓

を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
今
後
の

防
災
対
策
に
生
か
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
災
害
の
状
況
を
再
認
識

い
た
だ
き
、
防
災
意
識
の
向
上

と
災
害
復
旧
事
業
に
対
す
る
ご

理
解
を
い
た
だ
く
た
め
、
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
に
よ
る
災
害
地
域
の

視
察
を
行
い
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
の
参
加
を
募
集
し
ま
す
。

内
容　

上
空
か
ら
災
害
地
域
を

30
分
程
度
視
察

実
施
予
定
日

　

３
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰

募
集
人
員　

20
人
程
度

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
で

決
定
し
ま
す
。

募
集
期
限　

２
月
25
日
㈮

問
合
せ

　

西
条
市
庁
舎
交
通
防
災
係

（
内
線
２
１
２
６
）

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る

災
害
地
域
視
察
の
参
加
者
募
集

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

　

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
の
有

権
者
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在

の
申
請
等
に
よ
っ
て
そ
の
資
格

を
調
査
し
て
選
挙
人
名
簿
に
登

録
し
、
３
月
31
日
に
確
定
し
て

い
ま
す
。
今
回
、
こ
の
名
簿
に

登
録
す
る
機
会
を
失
う
と
、
名

簿
の
有
効
期
間
で
あ
る
１
年
間

は
登
録
さ
れ
ま
せ
ん
。

登
録
資
格

　

昭
和
60
年
４
月
１
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
で
、
市
内
に
住
所

が
あ
り
、
10
ア
ー
ル
以
上
の
農

地
に
つ
き
耕
作
の
業
務
を
営
む

人
、
も
し
く
は
そ
の
同
居
の
親

族
ま
た
は
そ
の
配
偶
者
で
、
１

年
に
60
日
以
上
耕
作
に
従
事
す

る
人

縦
覧
期
間

　

２
月
23
日
㈬
〜
３
月
９
日
㈬

　

８
時
30
分
〜
17
時

縦
覧
場
所

　

西
条
市
庁
舎
別
館
２
階

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
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交
通
災
害
共
済
に
加
入
し
て
万
一
の
事
故
に
備
え
ま
し
ょ
う

　

交
通
災
害
共
済
は
、
国
内
で

交
通
乗
用
具
（
自
動
車
・
自
転

車
・
航
空
機
・
船
舶
な
ど
）
の

交
通
災
害
を
受
け
た
場
合
に
見

舞
金
を
支
払
う
制
度
で
す
。

　

平
成
17
年
度
分
の
加
入
受
付

を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
家
族
そ

ろ
っ
て
加
入
し
て
万
一
の
事
故

に
備
え
ま
し
ょ
う
。

掛
金
（
年
間
一
人
当
た
り
）

○
一
般　
　
　
　

６
０
０
円

○
中
学
生
以
下　

２
５
０
円

共
済
期
間　

平
成
17
年
４
月
１

日
〜
平
成
18
年
３
月
31
日

※
途
中
か
ら
も
加
入
で
き
ま
す

が
、
掛
金
を
納
め
た
翌
日
か

ら
と
な
り
ま
す
。

加
入
口
数　

一
人
１
口

加
入
資
格

○
西
条
市
に
居
住
し
、
住
民
登

録
ま
た
は
外
国
人
登
録
さ
れ

て
い
る
か
た

○
共
済
加
入
者
の
被
扶
養
者
で

市
外
に
居
住
す
る
か
た

問
合
せ

○
西
条
市
庁
舎
交
通
防
災
係

（
内
線
２
１
２
６
）

○
東
予
総
合
支
所
総
務
調
整
係

（
内
線
３
１
２
）

○
丹
原
総
合
支
所
総
務
調
整
係

（
内
線
２
８
０
）

○
小
松
総
合
支
所
総
務
調
整
係

（
内
線
２
１
３
）

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

■
加
入
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

　

国
民
年
金
は
、
国
内
に
住
ん

で
い
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の

人
が
加
入
す
る
こ
と
を
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

国
民
年
金
の
加
入
は
、
第
１

号
か
ら
３
号
ま
で
の
３
種
類
が

あ
り
ま
す
。

　

自
営
業
者
・
学
生
な
ど
は
第

１
号
被
保
険
者
に
、
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
・
公
務
員
は
厚
生
年
金
や

共
済
組
合
に
加
入
す
る
と
同
時

に
第
２
号
被
保
険
者
に
、
第
２

号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
配
偶
者
は
第
３
号
被
保
険
者

に
な
り
ま
す
。

　

加
入
手
続
き
は
、
第
１
号
被

保
険
者
は
市
役
所
の
窓
口
で
、

第
３
号
被
保
険
者
は
配
偶
者
の

勤
務
先
な
ど
を
経
由
し
て
行
い

ま
す
。
第
２
号
被
保
険
者
は
厚

生
年
金
保
険
な
ど
の
加
入
手
続

き
に
合
わ
せ
て
行
う
の
で
、
個

別
の
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
第
１
号
被
保
険
者
の
か
た

は
市
役
所
に
お
い
て
自
分
で
手

続
き
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

20
歳
に
な
っ
た
ら
忘
れ
ず
に

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　

所
得
が
少
な
い
か
た
や
学
生

に
は
、
保
険
料
の
免
除
制
度
や

学
生
納
付
特
例
制
度
等
が
あ
り

ま
す
の
で
、
国
民
年
金
の
担
当

窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
国
民
年
金
の
メ
リ
ッ
ト

　

国
民
年
金
は
、
老
後
の
た
め

に
だ
け
あ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
65
歳
か
ら
生
涯
に
わ
た
り

老
齢
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
る

ほ
か
、
事
故
や
病
気
で
障
害
が

残
っ
た
と
き
は
障
害
基
礎
年
金

が
、
一
家
の
支
え
手
が
亡
く
な

っ
た
と
き
は
遺
族
に
対
し
て
遺

族
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
る
と

い
っ
た
保
障
が
あ
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
は
、
私
た
ち
の
生

活
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
前
も
っ
て
み
ん
な
で
保

険
料
を
出
し
合
い
、
お
互
い
を

支
え
あ
う
制
度
で
す
。
社
会
の

一
員
と
し
て
、
忘
れ
ず
に
国
民

年
金
を
納
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ

○
西
条
市
庁
舎
年
金
係

　
　
　
　

（
内
線
２
４
３
６
）

○
東
予
総
合
支
所
保
険
年
金
係

　
　
　
　

（
内
線
１
５
３
）

○
丹
原
総
合
支
所
保
険
年
金
係

　
　
　
　

（
内
線
２
０
８
）

○
小
松
総
合
支
所
保
険
年
金
係

　
　
　
　

（
内
線
１
３
３
）

■平成17年度交通災害共済の加入方法■

●平成16年度の交通災害共済に加入
している人（旧東予市・丹原町・小松町）
●平成16年度の市民交通傷害保険に
加入している人（旧西条市）

　世帯全員が加入できる申込用紙を
ご自宅へ郵送します。
※世帯の一部の人が加入する場合は西
条市庁舎または各総合支所の総務課
へご連絡ください。新しい申込用紙
を発行または郵送します。

　申込用紙と掛金を持って、所定の
金融機関で加入手続きを行ってくだ
さい。

　西条市庁舎または各総合支所の総
務課へご連絡ください。申込用紙を
発行または郵送します。

　申込用紙と掛金を持って、所定の
金融機関で加入手続きを行ってくだ
さい。

●上記以外の人で加入を希望する人

　旧西条市で実施していた「市民交通傷害保険」の加入受付は
平成17年度から行いません。新たに加入できる「交通災害共済」
の説明窓口を下表の日程で設置しますので、お気軽にご相談くだ
さい。

旧西条市のかたへ
交通災害共済の説明窓口を設置します

場　　　　所 月　日（曜） 時　　間
西条市庁舎総務課 ２月16日㈬～ 執務時間中
橘公民館  9：00～15：00

 9：00～15：00

加茂公民館  9：00～12：00
石鎚ふれあいの里 13：30～15：00
氷見公民館 ２月17日㈭

２月16日㈬

玉津公民館 ２月21日㈪
飯岡公民館 ２月22日㈫
神戸公民館 ２月24日㈭
禎瑞公民館 ２月28日㈪
大町公民館 ３月１日㈫
神拝公民館 ３月２日㈬
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西条市庁舎（℡0897-56-5151）
丹原総合支所（℡0898-68-7300）

東予総合支所（℡0898-64-2700）
小松総合支所（℡0898-72-2111）

市
役
所
の

電
話
番
号

大
学
へ
進
学
さ
れ
る
か
た
へ

大
学
奨
学
金
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

２
月
の
市
税
ご
よ
み

平
成
17
・
18
年
度
競
争
入
札（
見
積
）の

参
加
希
望
者
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

下
水
道
へ
の
接
続
を
お
急
ぎ
く
だ
さ
い

下
水
道
受
益
者
負
担
金
・
分
担
金
の
納
期

　

経
済
的
な
理
由
で
大
学
へ
の

進
学
が
困
難
な
か
た
へ
、
市
で

は
奨
学
資
金
の
貸
付
を
し
て
い

ま
す
。
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※
他
の
奨
学
金
等
を
受
け
る
人

は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

貸
付
予
定
人
数

○
入
学
支
度
金　

２
人

○
修
学
金　
　
　

６
人

申
込
受
付　

３
月
11
日
㈮
ま
で

貸
付
対
象
者
の
要
件

【
入
学
支
度
金
】

○
修
学
金
の
貸
付
を
受
け
る
要

件
を
備
え
て
い
る
人
の
親
権

者
ま
た
は
成
年
後
見
人

【
修
学
金
】

○
日
本
国
民
で
引
き
続
き
３
年

以
上
西
条
市
に
住
所
が
あ
る

　

人
の
子
弟
で
、
４
年
制
以
上

の
大
学
に
進
学
す
る
人

○
学
業
・
人
物
と
も
に
優
秀
な

人
○
学
資
の
支
払
い
が
困
難
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
人

貸
付
額

○
入
学
支
度
金　

30
万
円
以
内

○
修
学
金　

月
額
３
万
円
以
内

返
還
方
法

○
貸
付
金
は
無
利
子
で
修
学
金

貸
付
期
間
終
了
後
、
１
年
間

据
え
置
か
れ
ま
す
。

○
入
学
支
度
金
は
４
年
間
で
、

　

半
年
ご
と
に
３
万
７
５
０
０

円
を
償
還
（
８
回
）
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

○
修
学
金
は
８
年
間
で
、
半
年

　

ご
と
に
９
万
円
を
償
還
（
16

回
）
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
合
せ　

西
条
市
庁
舎
学
務
係

（
内
線
５
３
２
５
）

　

２
月
は
、
下
水
道
に
か
か
る

受
益
者
負
担
金
・
分
担
金
の
納

期
で
す
。
最
寄
り
の
金
融
機
関

で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

対
象
の
納
期

○
旧
西
条
分　
　
　
　

第
４
期

○
旧
東
予
・
丹
原
分　

第
３
期

納
期
限　

２
月
28
日
㈪

問
合
せ

○
西
条
市
庁
舎
下
水
道
業
務
係

（
内
線
２
８
２
３
）

○
東
予
総
合
支
所
業
務
係

（
内
線
２
１
１
）

　

平
成
14
年
度
に
公
共
下
水
道

お
よ
び
小
規
模
下
水
道
が
供
用

開
始
と
な
っ
た
区
域
の
か
た
は

平
成
17
年
３
月
末
で
３
年
が
経

過
し
ま
す
。
下
水
道
の
供
用
開

始
後
は
、
３
年
以
内
に
水
洗
便

所
に
改
造
し
て
、
下
水
道
へ
接

続
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
だ
、
く
み
取
り
便
所
か
ら

水
洗
便
所
へ
の
改
造
お
よ
び
下

水
道
へ
の
接
続
工
事
を
さ
れ
て

い
な
い
か
た
は
、
市
の
指
定
工

事
店
で
早
急
な
工
事
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

な
お
、
改
造
す
る
た
め
の
資

金
の
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
も
供

用
開
始
か
ら
３
年
以
内
の
工
事

が
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
希

望
さ
れ
る
か
た
は
早
め
に
指
定

工
事
店
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

指
定
工
事
店
が
分
か
ら
な
い

場
合
は
、
下
水
道
担
当
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

○
西
条
市
庁
舎
下
水
道
業
務
係

（
内
線
２
８
２
３
）

○
東
予
総
合
支
所
業
務
係

（
内
線
２
１
１
）

旧
西
条
市
分

18
日　

市
県
民
税
第
４
期
分
の

督
促
状
の
発
送

28
日　

国
民
健
康
保
険
税
第
４

期
分
の
納
期
限

旧
東
予
市
分

18
日　

市
県
民
税
第
４
期
分
・

国
民
健
康
保
険
税
第
７
期

分
の
督
促
状
の
発
送

28
日　

国
民
健
康
保
険
税
第
８

期
分
の
納
期
限

旧
丹
原
町
分

18
日　

町
県
民
税
第
４
期
分
・

国
民
健
康
保
険
税
第
７
期

分
の
督
促
状
の
発
送

28
日　

固
定
資
産
税
第
４
期

分
・
国
民
健
康
保
険
税
第

８
期
分
の
納
期
限

旧
小
松
町
分

18
日　

町
県
民
税
第
４
期
分
の

督
促
状
の
発
送

28
日　

固
定
資
産
税
第
４
期

分
・
国
民
健
康
保
険
税
第

５
期
分
の
納
期
限

※
督
促
状
１
通
に
つ
き
１
０
０

円
の
督
促
手
数
料
と
延
滞
金

を
い
た
だ
き
ま
す
。

業
務
内
容

【
建
設
工
事
関
係
】

○
土
木
・
建
築
・
管
・
塗
装
・

造
園
工
事
な
ど

○
地
質
調
査
・
測
量
・
設
計
・

監
理
業
務
な
ど

【
公
共
施
設
の
委
託
業
務
】

　

公
共
施
設
清
掃
、
電
気
設
備

保
安
、
消
防
用
施
設
等
の
保
守

点
検
、
高
架
水
槽
等
の
清
掃
、

害
虫
防
除
、
警
備
、
浄
化
槽
管

理
清
掃

※
市
内
に
本
店
・
支
店
ま
た
は

営
業
所
を
有
す
る
業
者
の
か

た
で
、
下
水
道
処
理
場
管
理

委
託
を
希
望
す
る
場
合
は
、

下
水
道
処
理
施
設
維
持
管
理

業
者
登
録
ま
た
は
施
設
ご
と

に
必
要
な
資
格
等
に
関
す
る

資
料
の
添
付
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
西
条
浄
化
セ
ン

タ
ー
（
℡
０
８
９
７―

５
５

―

５
１
１
０
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
物
品
関
係
】

　

売
買
・
修
繕
な
ど

受
付
期
間

　

２
月
１
日
㈫
〜
28
日
㈪

受
付
・
問
合
せ

○
西
条
市
庁
舎
工
事
契
約
係

　
　
　
　

（
内
線
２
２
３
３
）

○
西
条
市
庁
舎
物
品
契
約
係

　
　
　
　

（
内
線
２
２
３
５
）

※
申
請
書
等
を
西
条
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
る
も
の
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://www.city.saijo.ehim
e.jp/

農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

２
月
１
日
現
在
で
農
林
業
関

係
者
を
対
象
に
今
後
の
農
林
業

の
政
策
に
役
立
て
る
た
め
の
統

計
調
査
「
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
調
査
員
が

調
査
に
伺
い
ま
し
た
ら
、
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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小
さ
な
火　

山
に
捨
て
る
と　

大
き
な
火

山
林
火
災
予
防
運
動　
２
月
６
日
〜
５
月
31
日

小
・
中
学
校
の
体
育
施
設
を
無
料
開
放

使
用
す
る
に
は
団
体
の
登
録
が
必
要
で
す

　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
し
て
い
る

団
体
に
小
・
中
学
校
の
運
動
場

と
体
育
館
を
無
料
で
開
放
し
ま

す
。
使
用
す
る
に
は
、
事
前
に

学
校
ご
と
の
学
校
開
放
運
営
委

員
会
へ
団
体
の
登
録
申
請
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

４
月
か
ら
使
用
を
希
望
す
る

団
体
の
登
録
申
請
を
受
け
付
け

ま
す
の
で
、
次
の
要
領
に
従
っ

て
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
旧
西
条
市
で
既
に
登
録
済
み

の
団
体
は
、
再
度
申
請
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

登
録
対
象

　

市
内
に
在
住
、
在
勤
す
る
10

人
以
上
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
（
責

任
者
が
必
要
で
す
）

登
録
方
法

　

登
録
申
請
書
は
、
使
用
し
た

い
学
校
が
所
在
す
る
小
学
校
区

内
の
公
民
館
に
あ
り
ま
す
の
で

必
要
事
項
を
記
入
し
て
公
民
館

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

運
営
委
員
会
で
審
査
を
行
い

登
録
が
認
め
ら
れ
る
と
登
録
証

を
交
付
し
ま
す
。

申
請
期
限　

２
月
18
日
㈮

※
期
限
後
も
登
録
申
請
は
で
き

ま
す
が
、
既
に
登
録
し
て
い

る
団
体
が
優
先
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

施
設
の
使
用
に
つ
い
て

　

登
録
し
た
運
営
委
員
会
へ
使

用
日
時
な
ど
を
申
請
し
、
運
営

委
員
会
が
日
程
の
調
整
・
許
可

を
行
い
ま
す
。
使
用
申
請
は
登

録
申
請
と
同
じ
公
民
館
で
行
い

ま
す
。
な
お
、
４
月
か
ら
の
使

用
申
請
受
付
は
３
月
１
日
㈫
か

ら
行
う
予
定
で
す
。

問
合
せ

　

西
条
市
庁
舎
体
育
振
興
係

（
内
線
５
２
５
５
）

　

こ
れ
か
ら
は
空
気
が
乾
燥
し

火
災
の
起
こ
り
や
す
い
気
象
状

態
が
続
き
ま
す
。
い
っ
た
ん
火

災
が
発
生
す
る
と
大
火
に
な
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
野
山
で
の

火
の
取
り
扱
い
に
十
分
注
意
し

て
、
大
切
な
森
林
資
源
を
火
災

か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

平成16年火災概要

平成16年救急概要

出火件数 45件
損 害 額 1億4,194万円

出 場 件 数 3,598件
（１日当たり　約10件）
搬送人員数 3,572人

平成16年の火災と前年との比較 （△は減少）

区 分 平成16年（Ａ） 平成15年 平成15年 前年との比較
旧西条管内分（Ｂ１） 旧周桑管内分（Ｂ２）  Ａ－（Ｂ１＋Ｂ２） 

合 計
件     数 45　件 27　件 25　件 △ 7　件
損 害 額 141,939千円 23,805千円 44,742千円 73,392千円

建 物 火 災
件     数 32　件 16　件 18　件 △ 2　件
損 害 額 138,907千円 23,509千円 42,454千円 72,944千円

林 野 火 災
件     数 2　件 0　件 0　件 2　件
損 害 額 0千円 0千円 0千円 0千円

車 両 火 災
件     数 3　件 2　件 4　件 △ 3　件
損 害 額 415千円 149千円 2,118千円 △ 1,852千円

船 舶 火 災
件     数 0　件 1　件 0　件 △ 1　件
損 害 額 0千円 25千円 0千円 △ 25千円

その他の火災
件     数 8　件 8　件 3　件 △ 3　件
損 害 額 2,617千円 122千円 170千円 2,325千円

焼 損 棟 数 52 棟 25 棟 26 棟 1 棟
り 災 世 帯 数 24世帯 13世帯 8世帯 3世帯

焼 損 面 積
建
物
床面積 3,407 ㎡ 261 ㎡ 1,023 ㎡ 2,123 ㎡
表面積 261 ㎡ 16 ㎡ 290 ㎡ △ 45 ㎡

林　　野 18 ａ 0 ａ 0 ａ 18 ａ

死 傷 者
死　　者 1　人 0　人 3　人 △ 2　人
傷　　者 5　人 7　人 4　人 △ 6　人

１ カ 月 平 均 火 災 数 3.8  件 2.3  件 2.1  件 △ 1  件
１ 件 平 均 損 害 額 3,154千円 882千円 1,790千円 482千円

平成16年の出場件数、搬送人員と前年との比較 （△は減少）

区 分
平成16年　（Ａ） 平　成　15　年 平　成　15　年 前年との比較

旧西条管内分（Ｂ１） 旧周桑管内分（Ｂ２）  Ａ－（Ｂ１＋Ｂ２） 
出場件数 搬送人員 出場件数 搬送人員 出場件数 搬送人員 出場件数 搬送人員

合 計 3,598件 3,572人 1,736件 1,703人 1,872件 1,854人 △ 10件 15人

火 災 7件 5人 3件 4人 3件 2人 1件 △ 1人
自然災害事故 7件 8人 0件 0人 0件 0人 7件 8人
水 難 事 故 1件 0人 2件 2人 0件 0人 △ 1件 △ 2人
交 通 事 故 555件 687人 293件 341人 310件 387人 △ 48件 △ 41人
労働災害事故 45件 43人 26件 24人 23件 23人 △ 4件 △ 4人
運動競技事故 24件 25人 12件 12人 17件 17人 △ 5件 △ 4人
一 般 負 傷 530件 520人 257件 250人 228件 221人 45件 49人
加 害 34件 31人 30件 27人 9件 8人 △ 5件 △ 4人
自 損 行 為 45件 32人 22件 13人 30件 19人 △ 7件 0人
急 病 1,940件 1,844人 916件 870人 1,040件 987人 △ 16件 △ 13人
そ の 他 410件 377人 175件 160人 212件 190人 23件 27人
1日の平均出場件数 9.8 件 4.8 件 5.1 件

　

平
成
16
年
中
の
火
災
件
数
は
前
年
に
比

べ
て
７
件
減
少
し
ま
し
た
が
、
損
害
額
が

７
３
３
９
万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。
出
火

原
因
は
、
第
１
位
が
「
た
き
火
」
で
９
件
、

第
２
位
は
「
タ
バ
コ
」
「
コ
ン
ロ
」
が
そ

れ
ぞ
れ
４
件
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
空
気
が
乾
燥
し
て
火
災
が

発
生
し
や
す
い
気
象
状
況
が
続
き
ま
す
。

火
の
取
り
扱
い
に
細
心
の
注
意
を
は
ら
い

西
条
市
か
ら
火
災
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
16
年
中
は
前
年
に
比
べ
て
出
場
件

数
は
10
件
減
少
し
ま
し
た
が
、
搬
送
人
員

が
15
人
増
加
し
て
い
ま
す
。
事
故
種
別
出

場
件
数
は
、
急
病
（
53
・
９
％
）
、
交
通

事
故
（
15
・
４
％
）
、
一
般
負
傷
（
14
・

７
％
）
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

安
易
に
救
急
車
を
利
用
す
る
と
本
当
に

必
要
と
す
る
人
の
妨
げ
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、
救
急
車
は
正
し
く
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。
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平成十七年 成 人 式祝
　１月９日㈰に、市内４カ所の会場で平成17年成人式

が開催され、晴れの日を迎えた1,191人の新成人が集

まり、式典に参加しました。

　参加者は小学校や中学校の懐かしい友達との再会に

喜びながら、大人への新たな一歩を踏み出しました。

▼吹奏楽団・東予ウィンドハーモ
ニーによる演奏も行われました。

◀式後も会場に残り、笑顔で友達とお
しゃべりを楽しんでいました。

▲新成人の若い力が結集！

▶
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
友
達
と
記
念
撮
影

東予地区

中央公民館
午前9時30分～

▶
地
元
小
学
生
か
ら
新
成
人
へ
花
束
贈
呈

▶
あ
で
や
か
な
服
装
の
新
成
人
女
性

◀
ス
ー
ツ
や
羽
織
袴
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
男
性

◀式典では、新成人を
祝って道前太鼓が演
奏を披露！

丹原地区

丹原文化会館
午前 10 時～
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平成十七年 成 人 式祝

◀成人式実行委員が式
の司会を務めました。

私語や携帯電話が鳴ること
もなく、厳粛な雰囲気の中
式典が行われました。

▶

▶
あ
で
や
か
な
振
袖
姿
で
ピ
ー
ス
！

◀
新
成
人
の
門
出
は
、
み
ん
な
笑
顔
で
！

◀
み
な
さ
ん
す
ま
し
て
、
集
合
写
真

◀
晴
れ
の
門
出
は
、
親
子
一
緒
に
！

多くの新成人が式典に▶
参加しました。

▲一生に一度の晴れ姿！

西条地区

総合文化会館
午後１時～

小松地区

小松公民館
午前 11 時～
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　１月の風物詩とうど祭りが、市内の地域で行われました。とうどさんは今年１年の豊作と無病息災を願って作られます。

　地域によって作り方や大きさは違いますが、みなさん１年平穏に過ごせるようにとの願いを込めて、とうどさんをはやしました。

　昨年12月に行われた第22回福岡国際女子柔道選手権大会

において、宇高菜絵さん（愛媛女子短期大学２年）が見事

優勝されました。

　この時の優勝メダルをご好意により、総合体育館に展示

しますのでぜひご覧ください。

展示場所　西条市総合体育館　エントランスホール
展示期間　２月１日（火）～27日㈰の開館日　９時～22時

　石鎚スキー場で、「スノーカーニバル in 石鎚」が開催されました。

　今回は合併記念イベントとして盛大に行われ、ソリ競争や宝さがし、

スキー競技大会や親子スキー＆スノーボード教室などのイベントに多くの

人が参加しました。霧や強風であいにくの天気でしたが、約1700人が集ま

り、白銀の世界をスキーやスノーボードで楽しんでいました。

▲しめ飾りをきれいに飾った河原津
地区のとうどさん（１／ 15）

とうどさんの火で焼いたお餅を食
べて今年の健康を願いました。
小松町妙口地区（１／９）

▲

▼勢いよく燃え上がる丹原町古田地
区のとうどさん（１／15）

家庭から持ち寄ったしめ飾りもと
うどさんと一緒にはやしました。
大町地区（１／10）

▲

宇高菜絵さん（新田）

▲軽快に踊るパンダに入って
いるのはゲストのデモンスト
レーター・円浄岳さん。

しし鍋無料サービスも好評！ ▼

▼
大
抽
選
大
会
で
は
、
う
さ

ぎ
さ
ん
か
ら
賞
品
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

１／ 16　スノーカーニバル in 石鎚

市内の地域でとうどさん

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
!!

福
岡
国
際
女
子
柔
道
57
キ
ロ
級
優
勝
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　丹原農村環境改善センターで生活改善グループの皆さん

が「丹原土のめぐみ」の発送作業を行いました。

　季節の便りとして心待ちにしている人も多く、丹精込

めて作られた野菜や特製の味噌などを詰め込んだ約500箱

が、全国各地に発信されました。都会で暮らす地元出身者

や知人に郷土のかおりを届けてはいかがでしょうか。

（夏と冬の２回実施しています。）

　小松町文化協会の山

草会・盆栽会が毎年小

松公民館で行っている

「七草がゆを食べよう

会」に、初めて地元小

学生を招きました。

　子どもたちは七草の

説明を受けながら、七

草がゆを調理。できあ

がった七草がゆをみんなで試食し、おいしく楽しく交流できました。

　今年も市内の七草栽

培農家では、アルバイ

トを動員して七草発送

作業に大忙し。

　約81万パックを生産

しました。

　出荷数日本一を誇る

西条の七草は、京阪神

を中心に全国へ出荷さ

れました。

　神拝公民館で「Santa Claus Is Coming to SAIJO!」が

行われ、北半球と南半球のサンタが西条にやって来ました。

　親子連れを中心に約150人が集まり、サンタと一緒に英語

を使って遊んだり、子どもたちはジンジャーブレッドマン

（クッキー）のデコレーションに夢中になっていました。

　丹原文化会館で行わ

れている吹奏楽実技講

習会の第８回発表会が

同文化会館で開催され

ました。

　発表会では、講習会

に参加している東予周

桑地域の小・中・高校

の吹奏楽部、約160人

が息の合った演奏を披

露し、観衆も聞きほれ

ていました。

　東予運動公園で子ども凧あげ大会が開催されました。

　それぞれ思い思いの手作り凧を持ち寄り、約200人の親子

連れが参加。寒空の中、自慢の凧は元気よく大空へ舞い上

がっていました。

　また東予凧の会

による大凧もあげ

られ、参加者の注

目を浴びていまし

た。

　なお、団体賞（愛

媛新聞社賞）には

三芳地区愛護班、

市長賞には関野紘

夢さん（吉岡地区）

の凧が選ばれまし

た。

　総合福祉センター（もてこい元気館）に

おいて西条ライオンズクラブ主催による災

害復旧チャリティー大会が行われました。当日は募金活動を目的とした

バザーのほか、中学生による吹奏楽や合唱、荒獅子太鼓鼓友会による太

鼓演奏などさまざまなイベントが開催され、多くの人で賑わいました。

　なお、集まった募金は災害義援金として西条市に寄付されました。

12 ／ 24　「丹原土のめぐみ」発送

12 ／ 23　サンタが西条にやって来る

12 ／ 19　がんばれ西条　災害復旧チャリティー大会

１／９　東予地域子ども凧
たこ

あげ大会 １／２ 七草出荷・１／８ 七草がゆを食べよう会

１／ 15　吹奏楽実技講習会 発表会
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人権・同和教育シリーズ　No.3
スタートライン

河北中学校２年　川 又 万 友 さん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

人
権
教
育
授
業
参
観
で
一
つ
の

問
題
が
投
げ
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

「
旅
行
が
大
好
き
な
健
常
者
の
Ａ

さ
ん
は
、
い
ろ
い
ろ
な
所
へ
旅
行

が
で
き
ま
す
。
一
方
、
Ｂ
さ
ん
は

旅
行
が
大
好
き
な
の
で
す
が
、
障

害
者
で
あ
る
た
め
、
自
由
に
行
く

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
あ

っ
て
も
良
い
こ
と
で
し
ょ
う
か
？

あ
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
で
し
ょ

う
か
？
」

　

私
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
が
あ
っ
て

も
良
い
こ
と
で
あ
る
と
判
断
し
ま

し
た
。
そ
れ
は
「
障
害
」
が
あ
る

か
ら
と
い
っ
て
差
別
す
る
こ
と
は

許
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
旅
行
の
よ
う

に
生
き
て
い
く
上
で
趣
味
の
部
類

に
入
る
よ
う
な
も
の
に
は
、
当
然

我
慢
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と

も
あ
る
と
い
う
思
い
か
ら
で
す
。

　

そ
れ
を
聞
い
て
い
た
母
は
納
得

で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
、
「
み
ん

な
は
優
し
く
な
い
よ
ね
。
ス
タ
ー

ト
ラ
イ
ン
は
一
緒
で
な
い
と
ね
」

と
主
張
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、
母
は

会
う
人
ご
と
に｢

ど
う
思
う
？

今
の
子
は
優
し
く
な
い
と
思
わ
な

い
？
」
と
問
い
か
け
、
自
分
な
り

に
納
得
の
い
く
答
え
を
見
つ
け
よ

う
と
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

そ
ん
な
あ
る
日
、
祖
父
の
知
り

合
い
の
会
社
を
経
営
し
て
い
る
か

た
に
「
ど
う
思
い
ま
す
か
？
」
と

質
問
を
投
げ
か
け
た
母
。
そ
の
か

た
か
ら
私
は
ず
し
ん
と
く
る
話
を

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

社
長
さ
ん
の
会
社
に
は
障
害
の

あ
る
か
た
が
何
人
も
働
い
て
お
ら

れ
ま
す
が
、
そ
の
中
の
一
人
Ｃ
さ

ん
は
中
度
の
肢
体
不
自
由
で
、
小

さ
い
こ
ろ
か
ら
ご
両
親
に
大
切
に

育
て
ら
れ
、
自
分
で
は
何
も
し
た

こ
と
が
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
し

か
し
、
「
社
会
人
と
し
て
何
と
か

自
立
さ
せ
た
い
」
と
思
わ
れ
た
ご

両
親
は
社
長
さ
ん
に
就
職
の
お
願

い
を
し
た
そ
う
で
す
。

　

家
で
の
生
活
体
験
し
か
な
か
っ

た
Ｃ
さ
ん
は
、
最
初
、
何
も
か
も

「
で
き
ま
せ
ん
」
と
背
を
向
け
、

階
段
も
上
が
る
こ
と
も
荷
物
を
持

つ
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
ん
な
Ｃ
さ
ん
に
社
長
さ
ん
が
か

け
た
一
言
は
、
「
で
き
な
い
の
な

ら
、
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

私
は
な
ん
で
も
っ
と
優
し
く
支

え
て
あ
げ
ら
れ
な
い
の
か
と
思
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
会
社
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
精
神
だ
け
で
は
経
営
で

き
ず
、
利
益
を
あ
げ
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
に
、
何
も
し
よ
う

と
し
な
い
Ｃ
さ
ん
を
か
わ
い
そ
う

だ
と
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
た
ら
、

Ｃ
さ
ん
は
き
っ
と
、
自
分
の
本
当

の
力
や
生
き
る
喜
び
を
見
出
せ
ず

に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
し

ょ
う
。

　

社
長
さ
ん
が
特
に
配
慮
し
た
こ

と
は
Ｃ
さ
ん
の
安
全
確
保
と
回
り

の
従
業
員
の
理
解
と
協
力
を
得
る

こ
と
、
Ｃ
さ
ん
を
温
か
く
見
守
り

本
当
の
助
け
の
必
要
な
と
き
に
手

を
差
し
伸
べ
る
と
い
っ
た
体
制
づ

く
り
で
し
た
。
笑
顔
で
そ
の
こ
と

を
話
さ
れ
る
社
長
さ
ん
は
、
本
当

に
え
ら
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
で
は
、
Ｃ
さ
ん
は
勤
続
十
数

年
、
自
信
を
持
っ
て
仕
事
を
し
て

い
る
そ
う
で
す
。
こ
の
会
社
の
社

員
旅
行
も
海
外
の
部
を
選
び
、
今

ま
で
に
パ
リ
や
ハ
ワ
イ
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
旅
行
を
楽
し
ん
で
き

た
そ
う
で
す
。
家
か
ら
出
る
こ
と

の
な
か
っ
た
Ｃ
さ
ん
の
変
身
ぶ

り
！
本
当
に
す
ご
い
と
思
い
ま
し

た
。

　

障
害
の
あ
る
か
た
が
自
由
に
旅

行
に
い
け
な
い
の
は
仕
方
が
な
い

と
考
え
て
い
た
私
で
し
た
が
、

「
障
害
者
」
は
社
会
の
偏
見
や
閉

鎖
性
か
ら
挑
戦
す
る
機
会
を
与
え

ら
れ
ず
に
、
何
事
に
も
、
例
え
ば

旅
行
に
さ
え
も
臆
病
に
な
っ
て
い

る
現
実
が
あ
る
こ
と
も
、
改
め
て

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
は
一
緒
で

な
い
と
」
と
い
う
母
の
言
葉
が
今
、

ひ
し
ひ
し
と
私
の
胸
に
響
き
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
立
っ
て
い
る
ス

タ
ー
ト
ラ
イ
ン
を
も
う
一
度
、
し

っ
か
り
と
見
つ
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

次
の
か
た
が
た
か
ら
ご
好
意
、
ご
寄
付
等
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
順
不
同　

敬
称
略
）

ま
ご
こ
ろ
銀
行
へ

　

藤
本
は
る
み
（
壬
生
川
）
、
眞

鍋
敏
正
（
国
安
）
、
玉
井
由
美
子

（
壬
生
川
）
、
柳
瀬
英
子
（
壬
生

川
）
、
真
鍋
廣
司
（
三
津
屋
）
、

杉
野
陽
子
（
国
安
）
、
日
野
正
明

（
周
布
）
、
黒
河
ミ
チ
子
（
明
理

川
）
、
越
智
寛
隆
（
明
理
川
）
、

吉
田
敏
夫
（
上
市
）
、
柳
瀬
髙
尹

知
（
丹
原
町
関
屋
）
、
東
予
「
葉

友
会
」
、
宇
佐
美
ハ
ー
モ
ニ
カ
教

室
、
あ
ざ
み
会
代
表
加
美
正
芳
、

㈲
松
井
建
設
、
西
中
ナ
イ
タ
ー
利

用
者
協
議
会
、
西
山
学
園
幼
稚
園

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
西
条

地
区
丹
原
第
一
団
、
西
条
竹
ダ
ン

ス
、
華
の
会
一
同
、
創
作
の
家
・

陶
芸
ク
ラ
ブ
、
神
拝
ク
リ
ス
マ
ス

会
参
加
者
一
同
、
国
興
産
業
㈱
、

東
予
工
機
㈱

老
人
ホ
ー
ム
明
水
荘
へ

　

▼
押
花
指
導　

佐
藤
ミ
ヨ
（
大

町
）
、
秋
月
理
作
子
（
大
町
）
、

▼
生
花
指
導　

稲
住
育
子
（
下
島

山
甲
）
・
他
１
名
、
▼
散
髪　

伊

藤
泰
博
（
明
神
木
）
、
▼
新
聞　

芥
川
秀
人
（
神
拝
甲
）
、
▼
み
か

ん　

寺
田
久
乙
（
飯
岡
）
、
▼
現

金　

茶
道
裏
千
家
淡
交
会
西
条
支

部
、
▼
浪
曲
・
講
話　

天
理
教
道

前
支
部
、
▼
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ

ン
ト　

西
条
高
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ
部
、
▼

遊
戯
会
招
待
・
菓
子　

い
ず
み
保

育
園
、
▼
歌
・
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▼
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書
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友
重
機
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働

組
合
新
居
浜
支
部

旧東予市内の小学校９校に図書券が
寄贈されました。
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2月のスポーツカレンダー ご近所お誘いあわせて、観戦・応援にお出かけください。

※行事の日程・場所等は、主催者側の都合で変更することがあります。

2月の種目協会スポーツ教室

市民一人１スポーツ推進事業事務局（総合体育館内）TEL 0897-53-3140

自分に合ったスポーツを見つけて、家族や友達とお気軽に
ご参加ください。（参加は全て無料です）　2月の市民一人１スポーツ

行　事　名

教　室　名

期　　　日 時　　間 場　　所 内　　　容

市民スポーツデー
（スポーツ施設の無料開放）

毎週水曜日

毎週月・水曜日

 9：00～19：00 ひうち陸上競技場 ジョギング、ウォーキングなど

 9：00～22：00

総合体育館 トレーニング、バドミントン、卓球など

ひうち体育館 トレーニング、卓球など

西条西部体育館 バドミントン、卓球など

健康づくり教室（中高年）

小・中学校陸上競技教室

柔道教室

バスケットボール教室

 9：00～11：00 ひうち体育館
転倒・寝たきり防止のためのストレッ
チ、簡単な体力づくり、太極拳など

母親・幼児スポーツ教室 毎週木曜日  9：00～12：00 総合体育館
対象：女性のかた（２歳～６歳の幼児を
　　　対象に託児所があります）
種目：レクリエーションバレーボール、
　　　バドミントン、卓球など

中高齢者スポーツ教室
(指導員が巡回します）

毎週火・木・土曜日  8：30～10：30 西条東部公園
毎日(日曜日は除く）  8：30～10：00 西ひうち緩衝緑地内広場

毎日(土・日・祝日は除く）  9：00～11：30 西条市民公園
毎日（土・日は除く）  8：30～10：30 神戸公園グラウンド

毎週火曜日  8：30～10：30 石井記念公園
毎日  8：30～11：30 下島山グラウンド

毎日(日曜日は除く）  8：30～10：30 西田みんなの広場
毎週火・木・土曜日 13：30～15：30 新兵衛みんなの広場
毎日(日曜日は除く）  9：00～11：00 加茂川ふれあい広場 ゲートボール

クロッケー

グラウンドゴルフ

軽スポーツ
毎週木曜日 13：30～15：30 飯岡公民館

第２・第４土曜日 13：30～15：30 大町公民館
第２火曜日 13：30～15：30 大保木公民館

期　日 時　間 場　　所 内　　　容

第２･第４土曜日  9：00～12：00 ひうち陸上競技場 対象：小学５・６年生、中学生　
定員：フリー

毎週土曜日  9：00～12：00 総合体育館第２格技室
対象：小学生
定員：50人

毎週土曜日（26日除く） 17：00～20：00 総合体育館
対象：小学４年生～６年生
定員：40人　　　

日・（曜日） 時　間 場　　　　　所 行　　事　　名

 8：00 西条市民公園グラウンド 東予小年サッカー選手権大会

 8：00 総合体育館 第36回西条市体育協会杯争奪卓球大会

 9：00 ひうち陸上競技場 愛媛県シニアサッカーリーグ

 8：00 ひうち体育館・西条西部体育館 第11回グリーン杯レクバレー大会

 8：00 総合体育館第２格技室 第28回西条市体重別柔道大会

８日 ㈫

６日 ㈰

 8：00 総合体育館 西条市長杯争奪バレーボール大会

11日 ㈮  9：00 総合体育館・ひうち体育館 西条市バスケットボール協会杯

13日 ㈰  9：00 総合体育館 西条市長杯争奪家庭婦人バレーボール大会

20日 ㈰  8：00 総合体育館 第11回会長杯西条オープンバドミントン大会

27日 ㈰  9：00 ひうち陸上競技場 水都フレンドカップ大会
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予防接種（個別接種）を
受けてください
　小・中学生を対象にした平成16年度の

予防接種（個別接種）は、３月末が期限

となっています。

　個別接種は、基礎免疫力の効力を再び

高めるための接種ですので、まだ接種を

受けていないかたは、早めに医療機関で

接種してください。

※必ず事前に医療機関へ予約をしてから

接種してください。

個別接種対象者
○日本脳炎：小学４年生または中学３年

生で基礎免疫のできているかた

○２種混合：小学６年生で幼児期に２・

３種混合を接種済みのかた

中央保健センター（℡0897－52－1215）

　東予保健センター（℡0898－64－5333）

　丹原保健センター（℡0898－68－7300）

　小松保健センター（℡0898－72－6363）

生活習慣病予防週間
２月１日～７日
　肥満や糖尿病、がんなどの生活習慣病

の患者数が年々増加しています。生活習

慣病を予防するには、バランスのとれた

食事や適度な運動、十分な休養といった

健康的な生活が第一歩です。

　「今は元気だし生活習慣病は関係ない」

と思っていませんか？毎日の不適切な生

活で知らず知らずのうちに体は少しずつ

むしばまれているかもしれません。

　病気になる前の予防が大切です。あな

たの生活習慣を見直してみましょう。

　総合福祉センター（愛称：もてこ
い元気館）では、より多くのかたに
利用していただくため、ふれあいト
レーニングルームと水浴訓練室の利
用時間を増やしました。
　日ごろの運動不足を解消したい、
いつまでも元気に健康で過ごしたい
と思うかたにピッタリの施設です。
運動指導員が基本的な運動方法を指導しますので、無理なく楽しみながら
運動をしてみませんか。

対　　象　　40歳以上で生活習慣病の所見があるかた
　　　　　　65歳以上のかた
　　　　　　障害者手帳等をお持ちのかた

※医師に運動を止められているかたは、ご遠慮ください。　
利用時間（火・金曜日も利用できるようになりました）
　　　　　　月・水・木曜日　13時～21時
　　　　　　火・金曜日　　　17時30分～21時
　　　　　　土・日曜日　　　９時～12時　13時～21時
料　　金　　無　料
申し込み　　中央保健センター　℡0897－52－1215

行ってみませんか "もてこい元気館"
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うちぬきウォークラリー2004俳句大会　入賞作品の紹介
あのまち　このまち
イベント情報

　瀬戸内中央都市圏域内の観光イベ

ント情報をお知らせします。

【広島市】

フードフェスタ広島2005
２月26日㈯・27日㈰

広島県立総合体育館

「地産地消」をキーワードに広島

県内産の海の幸・山の幸が集結。

フードフェスタ広島実行委員会

　（℡082－222－1133）

▲ふれあいトレーニングルーム ▲水浴訓練室
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ツベルクリン反応検査
BCG予防接種
　結核予防法

の改正に伴い、

平成17年４月

から公費での

ＢＣＧ予防接

種の対象年齢

が生後６カ月

未満に引き下

げられます。（ツベルクリン反応検査は

廃止されます）

　まだ接種していない場合は、次のいず

れかで必ず接種してください。

※必ず母子手帳を持参してください。

生後３カ月～４歳未満で未接種のかた

■２月の実施場所・日程
中央保健センター
○ツ反検査：２日㈬　ＢＣＧ：４日㈮

○ツ反検査：16日㈬　ＢＣＧ：18日㈮

　受付：13時20分～13時50分

東予保健センター
○ツ反検査：８日㈫　ＢＣＧ：10日㈭

○ツ反検査：22日㈫　ＢＣＧ：24日㈭

　受付：14時～14時30分

丹原保健センター
○ツ反検査：１日㈫　ＢＣＧ：３日㈭

　受付：13時30分～14時

小松保健センター
○ツ反検査：23日㈬　ＢＣＧ：25日㈮

　受付：14時30分～15時

成人向け健康相談
■健康相談
○北星会館

　２月４日㈮　９時30分～11時

○河北会館

　２月18日㈮　９時30分～11時

東予保健センター（℡0898－64－5333）

○徳田公民館

　２月15日㈫　13時30分～15時

○中川公民館

　２月23日㈬　13時30分～15時

丹原保健センター（℡0898－68－7300）

○玉津・飯岡・神拝・大町・神戸・橘・

氷見の各公民館、加茂町集会所、禎瑞

地区クロッケー場、中央保健センター

中央保健センター（℡0897－52－1215）

■健康栄養相談
○東予保健センター

　２月25日㈮　９時30分～11時

東予保健センター（℡0898－64－5333）

○小松保健センター

　毎週月曜日　９時～12時

小松保健センター（℡0898－72－6363）

産業保健健康相談
毎月第４木曜日　13時～15時

西条商工会議所２階小会議室

働いているかた

健康管理や生活習慣病予防の相談。

地域産業保健センター（℡0897－36－

1788）または西条市医師会（℡0897－

56－2211）

※先月号の表題に誤りがありました。

　皆様に深くお詫び申し上げます。

ウォーキングで健康づくり
　ウォーキングはただ歩くだけの簡単な

運動ですが、肥満の解消や生活習慣病の

予防など、さまざまな効果があります。

　市では、皆さんの健康づくりの一つと

して「ウォーキングで健康づくり」を推

進しています。市が発行する記録カード

に歩いた距離等を記入していただき、各

コースを完了すれば、毎月完了者に認定

証と記念品を贈呈しています。

　記録を付けないで歩いているかたは、

一つの励みとしてぜひご参加ください。

中央保健センター（℡0897－52－1215）

■ウォーキング完了認定者
「ウォーキングで健康づくり」で12月に

完了認定証を交付したかたは、次のとお

りです。　　　　　　　　　（敬称略）

全国１周相当コース（10,310㎞）
　日野明一　（明屋敷）

　玉置久子　（実報寺）

　近藤安惠　（壬生川）

　直野輝久　（三津屋）

　一色　昇　（周布）

　岡田岩義　（壬生川）

　岡田ミツヱ（壬生川）

　日野小百合（小松町妙口）

本州１周相当コース（5,340㎞）
　杉田チエ子（高田）

北海道１周相当コース（2,190㎞）
　中西貞二　（西泉甲）

　川上元章　（朔日市）

　田坂幸祐　（神拝甲）

九州１周相当コース（1,840㎞）
　難波江　進（野々市）

　首藤艶子　（円海寺）

歩け歩け教室の集い
２月７日㈪・８日㈫　９時30分

７日：小松保健センター

　８日：小松農村環境改善センター

毎月、小松保健センターまたは改善セ

ンターに集まって、健康状態の確認を

してから、自分たちが決めたコースを

みんなで歩きます。

小松保健センター（℡0898－72－6363）

保健だより

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　

（
認
定
証
交
付
式
に
て
）

２月の乳幼児健康診査

実施場所 内　　容 日　程 受付時間 対　象　児

４カ月児健診 ３日 ㈭

13：00～14：30

平成16年９月１日～
平成16年９月30日の出生児

１歳６カ月児健診 17日 ㈭ 平成15年７月１日～
平成15年７月31日の出生児

３歳児健診 24日 ㈭ 平成14年１月１日～
平成14年１月31日の出生児

東予保健センター
℡0898－64－5333

中央保健センター
℡0897－52－1215

３カ月児健診

※母子手帳を持参してください。

16日 ㈬ 13：00～13：30 平成16年10月１日～平成16年10月31日の出生児

丹原保健センター
℡0898－68－7300 ３歳児健診 ２日 ㈬ 13：15～13：30 平成13年11月１日～平成13年12月31日の出生児

小松保健センター
℡0898－72－6363

１歳６カ月児健診

２日 ㈬ 13：00～13：30

平成16年６月１日～
平成16年７月31日の出生児

３歳児健診 平成13年12月１日～
平成14年１月31日の出生児
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考古歴史館
甦る古代土器展
２月２日㈬～３月27日㈰

国道11号バイパス建設に伴い、昭和62

年に発掘調査した「池の内遺跡」の出

土品を展示します。

懐かしの"西条まつり"写真展　その２
２月２日㈬～27日㈰

昭和初期から昭和40年代における「西

条まつり」の写真を展示します。

２月の休館日　毎週月曜日、15日㈫
考古歴史館（℡0897－55－0419）

生涯学習の館
木工創作教室
２月12日㈯・26日㈯　13時～17時

初めてのかたでも簡単に作れます。

※材料費は個人負担

水彩画・油絵教室
２月５日㈯・19日㈯　19時～22時

初めてのかたでも基礎から習えます。

※用具は各自持参

リトルピカソ展
２月４日㈮～26日㈯

子どもたちの絵画などの作品展です。

２月の休館日　毎週月曜日、15日㈫
生涯学習の館（℡0897－53－8686）

子育て応援セミナー
２月９日㈬　13時45分～15時

　　　17日㈭　13時15分～14時30分

東予保健センター

育児や子どもの健康に関する講演会で

す。質疑応答もありますので、子育て

に不安があるかたはご相談ください。

講師　９日：周桑病院小児科

医局長　福崎　良先生

17日：のらねこ学かん

館長　塩見志満子先生

※参加申し込みが必要です。講演中、お

子さんを預かることもできます。

東予保健センター（℡0898－64－5333）

赤ちゃん健康情報
■乳幼児健康相談
２月14日㈪　９時30分～11時

中央保健センター

乳幼児の健康や育児等に関する相談。

中央保健センター（℡0897－52－1215）

■４カ月児相談会
２月25日㈮

　受付：９時30分～９時45分

丹原保健センター

平成16年10月の出生児

丹原保健センター（℡0898－68－7300）

■７カ月児相談会
２月16日㈬　受付：９時30分～10時

東予保健センター

平成16年７月の出生児

東予保健センター（℡0898－64－5333）

■７カ月児相談会
２月25日㈮　受付：10時～10時15分

丹原保健センター

平成16年７月の出生児

丹原保健センター（℡0898－68－7300）

■すくすく相談会
２月28日㈪　受付：13時30分～15時

東予保健センター

乳幼児の健康や育児等に関する相談。

東予保健センター（℡0898－64－5333）

■チェリークラブ
毎週月・木曜日（28日除く）

　９時～16時

小松保健センター

子どもたちが遊んだり、保護者のかた

が気軽にお話しのできる空間を提供。

小松保健センター（℡0898－72－6363）

保健だより
Health Information

四国の楽園写真館～四国の魅力満載の写真を多数展示

　オアシス館の石鎚展示館オア

シスギャラリーにおいて「四国の

楽園写真館」を開催しています。

　「二科会」特選、「ヤシカ賞」

など全国の写真コンクールで多

数受賞されている高橋毅氏が、

石鎚山や瀬戸内海など緑豊かな

四国の美しさをテーマに撮影した写真の数々を展示しています。

　時間　９時30分～17時30分
　入場料（15人以上の団体20％割引）
　大人　500円　　小人（６歳以上15歳未満）　300円

オアシスギャラリー出展者募集！

　オアシス館の石鎚展示館・オアシスギャラリーに、あなたの

作品を展示してみませんか？

　展示内容は、額に入った作品（絵画・版画・書など）です。

お気軽に、オアシス館スタッフにご相談ください。

椿一輪展

　丹精こめて育てた自慢の椿を、手作

りの花器に飾り展示します。椿の苗木

即売会や椿を題材とした生花展も開催

されます。

　ぜひお越しください。

３月５日㈯　９時30分～ 16時

　３月６日㈰　９時30分～ 15時

椿交流館前・椿ハウス：椿一輪展

　椿ハウス前テント：椿苗木即売会

　オアシス館３階ロビー・会議室：椿を題材とした生花展

西条市小松町老人クラブ連合会

小松総合支所保健福祉課（℡0898―72―2111）

同美会絵画作品展開催

２月１日（火）～ 28 日（月）　　 椿交流館展示コーナー

故千葉福太郎先生の意思に添って、油彩画の制作活動を行っ

ています。迫力ある絵画をぜひご覧ください。

２月の休館日　毎週水曜日（５日開館）　　※おあしす市場、お土産コーナーは、年中無休で営業しています。
石鎚山ハイウェイオアシス館（℡0898－76－3111）・椿交流館（℡0898－76－3511）

石鎚山ハイウェイオアシス館・椿交流館（椿温泉こまつ）イベント情報！
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図書館だより
開館時間　９時30分～19時
２月の休館日　毎週月曜日、15日㈫、27
日㈰

西条図書館（℡0897－56－2668）

　東予図書館（℡0898－65－4797）

　小松温芳図書館（℡0898－72－5634）

産業学習館
和紙あんどん作り教室
３月８日㈫～10日㈭

　13時30分～15時30分

特産の手すき和紙を用いて、柔らかい

光を放つあんどんができます。

　材料費必要　申込期限：２月20日㈰

ちぎり絵教室生の作品展
２月17日㈭～３月６日㈰　10時～17時

２月の休館日　毎週月曜日
産業学習館（℡0898－64－7181）

児童館
　各種行事には、定員や申し込みが必要

なもの等がありますので、詳しくは各児

童館へお問い合わせください。

西条児童館（℡0897－56－2511）

　西条西部児童館（℡0897－57－6061）

　東予西児童館（℡0898－66－5342）

　丹原児童館（℡0898－68－6960）

２月の休館日　毎週月曜日、11日㈮
■西条児童館の催し
ゲーム遊び
２月12日㈯　14時～15時30分

親子体操
２月15日㈫　10時30分～11時15分

キッズビクス（簡単なエアロビクス）
２月19日㈯　10時30分～11時30分

持参品：室内シューズ、タオル等

劇「ももたろう」
２月27日㈰　10時30分～11時30分

劇団「ふたば」による公演です。

■西条西部児童館の催し
子ども映画会「となりのトトロ」
２月５日㈯　13時30分～15時

Ｌｅｔ'ｓダンス
２月19日㈯　10時30分～11時30分

小学生卓球大会
２月26日㈯　10時～12時

■東予西児童館の催し
リズム教室
２月５日㈯　10時30分～11時30分

茶道クラブ
２月12日㈯　10時～12時

オセロ大会
２月19日㈯　14時

映画会「ブラザーベア」
２月26日㈯　13時30分

■丹原児童館の催し
パパ大好きデー
２月６日㈰　10時

お父さんと一緒に手打ちうどんを作ろ

う！　参加費：１人50円

バレンタインデーチョコ作り
２月13日㈰　14時

人形劇
２月19日㈯　10時

松山の人形劇団による公演です。

東予郷土館
神社石造物展
２月24日㈭まで

鳥居、狛犬、燈籠など、神社石造物の

写真・碑文・資料を展示します。

２月の休館日　毎週月曜日、15日㈫
東予郷土館（℡0898－65－4797）

丹原B&G海洋センター
小・中学生無料開放日
２月５日㈯・12日㈯　10時～12時

小・中学生を対象にプールを無料で開

放します。

初心者平泳ぎ教室
２月26日㈯　10時30分～11時

小・中学生を対象にした初心者向けの

平泳ぎ教室です。　参加費：無料

２月の休館日　毎週月曜日
丹原Ｂ＆Ｇ海洋センター

　（℡0898－75－3933）
カワセミ号は、市内を巡回する移動図書館車です。現在は、旧西条市内のステーションを巡回しています。
問合せ　西条図書館（℡0897－56－2668）

対岸の彼女
角田光代　著

ズッコケ三人組
の卒業式
那須正幹　著

今月の新着本

　性格も生活環境
も全く違う２人の
女性の友情は成立
するのか…？

　三人組はなんと
自分たちだけの
タイムカプセルを
作ってひそかに埋
めることにした…。
シリーズ最終巻。

甲
賀
八
幡
神
社　

手
水
石

移動図書館カワセミ号　２月の巡回予定
ステーション 貸　出　時　間 曜　日 巡回日 ステーション 貸　出　時　間 曜　日 巡回日

玉津団地集会所 10：00～10：30

火 １日
15日

加茂公民館 10：00～10：30

火 ８日
22日

大谷西（森宅東） 10：40～11：20 伊曽乃神社　鳥居前 13：20～14：00

天神台（生涯学習の館北） 14：30～15：10 禎瑞小学校 14：20～15：10

玉津小学校前 15：20～16：20 氷見公民館 15：30～16：30

船屋集会所 10：00～10：40

水 ２日
16日

千野々バス停前 10：00～10：30

水 ９日
23日

飯岡公民館 13：30～14：30 西条西部地域交流センター 13：30～14：10

西福寺入口 14：40～15：30 橘公民館 14：30～15：10

飯岡西原集会所 10：00～10：40

土 ５日
19日

神戸公民館 15：30～16：20

グリーンハイツ集会所 10：50～11：30 氷見西町集会所 10：00～10：50

土 12日
26日

オレンジハイツグラウンド 13：30～14：20 旧西田郵便局横 13：30～14：10

大町公民館 14：40～15：30 禎瑞中組（堤防上） 14：30～15：10

若葉町みんなの広場 10：00～10：30

日 13日
27日

八幡集会所 15：20～15：50

ファミリーハイツ北公園 10：50～11：30 新御堂児童公園 10：00～10：40

日 ６日
20日

飯岡戻川集会所 13：30～14：00 野々市集会所 10：50～11：30

ＪＡ西条玉津支所 14：10～14：40 兎之山集会所 13：30～14：00

港新地集会所 15：00～15：40 舟形バス停横 14：20～15：00

ＪＡ西条神戸低温倉庫 15：20～16：10
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県政モニター募集
　県では皆さんの声を県政に反映するた

め、建設的なご意見・ご提言をいただく

「県政モニター」を募集します。

県内の居住者で20歳以上のかた

※公務員、県政モニター経験者を除く。

任期：委嘱の日～平成19年３月31日

　応募期間：２月１日㈫～28日㈪

西条地方局または市役所に設置する申

込用紙に必要事項を記入して西条地方

局総務調整課（℡0897－56－1300内線

209）へ提出してください。

シルバー人材センター
入会希望者説明会

㈳東予市シルバー人材センター説明会
２月10日㈭　10時

旧東予市・丹原町公共下水道事務組合

跡（壬生川111－1）
㈳東予市シルバー人材センター

　（℡0898－76－1580）

㈳西条市シルバー人材センター説明会
２月23日㈬　13時

西条市民公園内事務局

㈳西条市シルバー人材センター

　（℡0897－55－7785）

佐伯記念館・郷土資料館
田野公民館
洋画教室・おりづる水墨画教室展
２月８日㈫～25日㈮

田野公民館でサークル活動をしている

生徒さんの作品を展示します。

２月の休館日　毎週月曜日、11日㈮
佐伯記念館・郷土資料館

　（℡0898－68－4610）

丹原ふるさと歴史館
　丹原ふるさと歴史館では兼久廃寺跡、

願連寺泉遺跡での出土品、真導廃寺出土

品の写真を展示しています。

　開館日は、毎週土・日曜日です。

丹原総合支所社会教育係

　（℡0898－68－7300内線223）

西条郷土博物館
昔の生活展
２月１日㈫～27日㈰

春の花軸展
２月1日㈫～27日㈰

日本史講座
２月24日㈭　13時30分～15時30分

テーマ:村上水軍(村上義弘)

　講師：塩見淳

２月の休館日　毎週月曜日、15日㈫
西条郷土博物館（℡0897－56－3199）

民芸館
ひな人形郷土玩具展
２月16日㈬～３月31日㈭

全国各地の伝統的郷土玩具雛と芹沢銈

介作品、沖縄紅型などを展示します。

２月の休館日　毎週月曜日、15日㈫
民芸館（℡0897－56－2110）

こどもの国
のみの市開催
２月16日㈬～20日㈰

※ご家庭に不用品（贈答品、日用品、タ

オル等）があれば、ご提供ください。

プラネタリウム情報
　冬春番組「ピーターパンＶＳフック船

長　星空の対決」（45分）好評投影中！

　65歳以上のかたは無料です。また、第

２・第４土曜日の10時から無料投影をし

ています。

こどもの国（℡0897－56－8115）

施設ガイド
Facility Guide

※定員制の行事や教室は早めに、直接または電話（℡0897－56－8115）で予約してください。
２月の休館日　毎週月曜日、15日㈫
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子育て相談
　総合福祉センター内にある地域子育て

支援センターでは、専門的なことから日

常の心配事など、子育てに関する相談所

を次のとおり開設しています。

地域子育て支援センター

　（℡0897－55－1018）

■カウンセラーによる専門的相談
２月27日㈰　13時30分～15時30分

総合福祉センター（もてこい元気館）

■出張子育て相談・子育てサロン
　各公民館等で実施します。詳しくは、

地域子育て支援センターへ。

消費生活相談
月～金曜日　９時～16時

○西条地方局くらしの窓口

　直通電話番号：℡0897－56－3700

○各地方局・県生活センター

　共通電話番号：℡0570－700－370

交通事故相談
一般相談：月～金曜日　９時～16時

　弁護士相談：２月21日㈪

※事前に予約が必要です。

西条地方局４階

　（℡0897－56－1300内線251）

土地建物・住宅相談
土地建物取引相談
２月８日㈫　13時～15時

宅建協会西条支部（兵庫ビル２階）

宅建協会西条支部（℡0897－55－0988）

宅建協会西条支部

土地建物取引相談、住宅に関する無料相談
２月10日㈭　13時～15時

東予市商工会議所

東予市商工会議所（℡0898－64－5000）

宅建協会周桑支部、東予市商工会議所

社会保険相談
２月18日㈮　10時～16時

ひうち体育館

社会保険労務士が相談にお答えします。

西条市庁舎労政雇用係

（℡0897－56－5151内線2547）

社会保険出張相談
相談場所・日時
○西条商工会議所

　２月16日㈬・25日㈮　10時～15時30分

○東予市商工会議所

　２月３日㈭・17日㈭　13時～15時30分

○小松町商工会

　２月25日㈮　13時～15時30分

新居浜社会保険事務所

　（℡0897－35－1300）

解雇・セクハラ・賃下げ等
職場トラブルの相談

　職場での処遇や待遇、従業員の労務管

理などで悩みや疑問がありませんか。

　愛媛労働局では、これらを解決するた

めの情報提供、紛争解決制度を無料で提

供しています。

　経営者、従業員どちらの立場でも利用

できますのでお気軽にご相談ください。

○愛媛労働局総務部企画室

　℡089－935－5208

○松山総合労働相談コーナー

　℡089－935－5215

被害者こころの支援センター
えひめ電話相談

毎週木・土曜日　10時～16時

事件・事故等の被害者やご家族のため

の電話相談（秘密厳守・相談無料）

　℡089－923－7043

放送大学学生募集
　放送大学は自宅のテレビとラジオで授

業を行う正規の通信制大学です。

　幅広い放送授業（学部約300科目、大

学院約60科目）を取りそろえ、15歳以上

であれば好きな科目を１科目からでも学

べ、18歳以上であれば学士（教養）の学

位取得をめざすこともできます。

　詳しい資料を無料進呈しますので、お

気軽にお問い合わせください。

出願期間　２月28日㈪まで

放送大学愛媛学習センター

（℡089－923－8544　愛媛大学内）

地域セーフティーパトロール
隊員募集
　青少年非行や街頭犯罪を防止するセー

フティーパトロール隊員を募集します。

防犯に情熱と指導力を有するかたの応募

をお待ちしています。

旧東予市・丹原町・小松町に住所を有

する70歳未満のかた

※旧西条市内の隊員は委嘱済みのため、

　募集は行いません。

週１回２時間、３人一組みで地域のパ

トロールを行います。

　募集人員：18人（各中学校区で３人）

　任期：平成17年４月から２年間

　謝礼：１回当たり3,000円

２月28日㈪までに次のいずれかへ申し

込みください。

○西条市庁舎交通防災係

　（℡0897－56－5151内線2126）

○東予総合支所総務調整係

　（℡0898－64－2700内線312）

○丹原総合支所総務調整係

　（℡0898－68－7300内線280）

○小松総合支所総務調整係

　（℡0898－72－2111内線213）

県立西条高等学校
定時制課程入学生募集
　定時制課程は中学校卒業以上であれば

年齢に制限なく誰でも入学できます。

■１次募集（全日制と同じ日程）

　出願期間：２月18日㈮～24日㈭正午

　必要書類：入学願書、報告書（出身中

学校の先生と相談のうえ、手続きを

してください）

　学力検査：３月９日㈬・10日㈭

■２次募集

　出願期間：３月22日㈫～29日㈫正午

　必要書類：１次募集と同じ

　学力検査：４月４日㈪

■編入学

　関係書類：学校へ直接出向いてお問い

合わせください。

　書類の提出期限：３月16日㈬正午

　学力検査：３月23日㈬

西条高等学校（℡0897－56－2030）

相談

募集
Recruiting
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市民救命士養成講習会
２月20日㈰　９時～12時

消防本部３階会議室

乳児から大人までの応急手当の方法を

受講者の希望にそった内容で行います。

東消防署（℡0897－55－0119）もしく

は西消防署（℡0898－68－0119）へ申

し込んでください。電話でも申し込め

ますし、当日でも参加できます。

心配ごと相談所
相談場所・日時
○総合福祉センター（もてこい元気館）

　月～金曜日（２月11日を除く）

　13時～16時

○東予総合福祉センター

　月・金曜日（２月11日を除く）

　９時～12時

○丹原福祉センター

　毎週火曜日　９時～12時

○小松公民館

　２月５日㈯・15日㈫・25日㈮

　13時～16時

○小松農村環境改善センター

　２月10日㈭・21日㈪　13時～16時

福祉や生活等に関する悩み相談

社会福祉協議会

相談
Consultation

法律相談
２月９日㈬・23日㈬

　受付：８時30分～14時

　相談：10時30分～16時

西条市庁舎１階市民相談課

※予約はできません。

西条市庁舎市民相談係

　（℡0897－56－5151内線2462）

２月９日㈬　13時～16時

市民会館（旧東予市）

※前日までに予約が必要です。

東予総合支所地域振興係

　（℡0898－64－2700内線315）

司法書士法律無料相談
２月15日㈫　10時～12時

丹原公民館

法務なんでも相談
２月27日㈰　10時～15時

神拝公民館

法務行政に関する相談に法務局職員が

お答えします。

松山地方法務局西条支局

　（℡0897－56－0188）

お酒の悩み相談
２月23日㈬　18時～19時

総合福祉センター３階第１会議室

西条断酒会（℡0897－55－8030 辻本）

人権相談
２月２日㈬、３月２日㈬　10時～15時

壬生川公民館

東予総合支所地域振興係

　（℡0898－64－2700内線315）

２月８日㈫　10時～15時

丹原福祉センター

丹原総合支所地域振興係

　（℡0898－68－7300内線230）

２月15日㈫　10時～15時

小松公民館

小松総合支所地域振興係

　（℡0898－72－2111内線212）

２月17日㈭　10時～15時

大保木公民館

西条市庁舎市民相談係

　（℡0897－56－5151内線2462）

行政相談
２月１日㈫、３月１日㈫　10時～15時

市民会館（旧東予市）

東予総合支所地域振興係

　（℡0898－64－2700内線315）

２月８日㈫・15日㈫　９時～12時

丹原福祉センター

丹原総合支所地域振興係

　（℡0898－68－7300内線230）

２月14日㈪　13時～16時

西条市庁舎１階市民相談課

西条市庁舎市民相談係

　（℡0897－56－5151内線2462）

２月15日㈫　13時～15時

小松公民館

小松総合支所地域振興係

　（℡0898－72－2111内線212）

青少年電話相談
ヤングテレホン
℡0897－52－1234　青少年育成センター

　月～金曜日　８時30分～17時

　水曜日夜間　17時30分～19時30分

℡0897－56－4976　西条警察署

℡0898－65－4976　東予警察署

ヤングホットライン
℡089－945－4115　松山教育事務所

　月～金曜日　９時～18時

国際ロータリー100周年
西条ロータリークラブ創立記念講演会

私が出会った挑戦者たち

と　き　３月11日㈮　開場：17時45分
　　　　　　　　　　開演：18時30分
ところ　総合文化会館大ホール
入場料　無料（入場整理券必要）

※入場整理券は西条ロータリークラブ事務局
（大町687－２　えるくビル２階）でお渡
しします。

問合せ　西条ロータリークラブ事務局
　　　　（℡0897－56－3989）

NHK　プロジェクトX
メインキャスター
　講師　国井 雅比古氏
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地域・健康
生きがいづくりフェアー
２月５日㈯　10時～17時

中央公民館（旧東予市）

講演「第２の人生」（11時～12時）、

ヨガの講演と実技指導（14時～15時30

分）を実施します。その他、手作りの

製作品・生産品の展示や各種無料相談

室など、高齢者に役立つ催しです。

愛媛県健康生きがいづくり協議会

　（℡089－941－6871）

東予産業創造センター
人材育成研修講座

■パソコン研修講座
業務用専門講座
２月18日㈮～20日㈰　９時～16時

ＪＷ－ＣＡＤ機械設計実践編

個人で楽しむための講座
２月22日㈫・23日㈬　９時～16時

フォトショップ・エレメント

業務で活かせる講座（中級）
２月24日㈭・25日㈮　９時～16時

業務のためのアクセス基本

各講座とも受講料が必要ですので、詳

しくは東予産業創造センター（℡0897

－66－1111）へお問い合わせください。

ふれあい
レクリエーション大会
２月27日㈰　13時

東予体育館

楽しく簡単にできる軽スポーツです。

競技種目：シャッフルボード

　　　　　スマイルボウリング

参加費：無料　持参品：屋内用運動靴

東予体育館（℡0898ー65ー5546）

２月21日㈪までに東予体育館、西条市

庁舎体育振興係、各総合支所の社会教

育係、旧東予市の各公民館のいずれか

へお申し込みください。

体育指導委員協議会

ゆかいな仲間の作品展

　障害を持つ子どもたちが製作した絵画

などの作品を通じて、より多くのかたに

障害に対する理解を深めていただくため

の作品展です。ぜひ、ご覧ください。

２月15日㈫～20日㈰

西条郵便局ふれあいルーム

ゆかいな仲間

人　口 116,501人
　男 55,748人
　女 60,753人
世　帯 45,688戸
平成16年12月末日現在
住民基本台帳登録数

市政だより
0897－53－1500（常時）
当番病医院
0897－58－2200（常時）
災害情報
0897－55－5551（発生時）
民話テレホン
0897－52－1270「目鼻石」

2月
Information

人口のうごき

テレホンサービス

休日の当直病医院　　診療時間　９：００～１８：００

※当直病医院は変更する場合がありますので受診をされるかたは、各病医院もしくはテレホンサービスで確認をしてください。
　夜間当番病医院は、テレホンサービス℡0897ー58ー2200でお知らせしています。

月／日 区分 当直病医院名(市外局番０８９７） 当直病医院名(市外局番０８９８）

２／ 6
内科 村上記念病院 （大町） ℡56－2300 周桑同仁医院 (丹原町今井) ℡68－7233

外科 おち医院 （明屋敷） ℡53－9360 田渕外科 (北条) ℡65－5651

２／11
内科 星加小児科内科ファミリークリニック（大町） ℡55－3105 森内科 (三津屋南) ℡64－5858

外科 済生会西条病院 （朔日市） ℡55－5100 いしづちやまクリニック (周布) ℡68－8885

２／13
内科 まなべ病院 （氷見丙） ℡57－7011 田中内科 (桑村) ℡66－1700

外科 松本整形外科 （神拝甲） ℡52－1011 角産婦人科 (三津屋南) ℡64－3168

２／20
内科 髙橋こどもクリニック （朔日市） ℡55－0776 福田医院 (丹原町願連寺) ℡68－7243

外科 伊賀整形外科 （玉津） ℡52－0800 行本医院 (三芳) ℡66－0609

２／27
内科 土岐医院 （神拝甲） ℡56－2090 市立周桑病院 (壬生川) ℡64－2630

外科 矢野医院 （古川） ℡55－1777 市立周桑病院 (壬生川) ℡64－2630

催し物
Events

講座･教室
Workshop/Class
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共催事業決定！
合併記念事業

ウルフルズ 05 TOUR SURVIVE !

6/106/10　　　　金18時30分開演
総合文化会館大ホール

全席指定席　5,250 円
３月６日㈰午前10時　電話予約開始
d-ticket 089－943－9966（dコード：12307）
LAWSON 0570－063－006（Lコード：66122）
※くれぐれもおかけ間違いのないようにお願いします。

 特別講演

地域主権国家の創立！
講師　堀場雅夫氏

㈱堀場製作所会長、
日本新事業支援機関協議会（JANBO）
代表幹事

パネルディスカッション

研究開発による地域経済活性化をめざして
主催：㈳研究産業協会、地域経済活性化シンポジウム実行委員会

地域主権による

地域経済活性化シンポジウム
2/92/9 水13時開場　13時30分開演

  総合文化会館大ホール  入場無料

※当日はお子さんを預かることもできます。希望されるかたは
　産業情報支援センター（TEL0897―53―0010）へご連絡ください。

2005 ２月号 発行・編集／西条市役所総務部総務課広報統計係
〒793-8601　愛媛県西条市明屋敷164
☎0897-56-5151　℻0897-52-1200

ホームページアドレス
http://www.city.saijo.ehime.jp/
Eメール
somu@saijo-city.jp

総合文化会館　TEL 0897-53-5500
丹原文化会館　TEL 0898-68-3555問合せ文化会館催物情報 総合文化会館　TEL 0897-53-5500
丹原文化会館　TEL 0898-68-3555問合せ文化会館催物情報

総　合　文　化　会　館

丹　原　文　化　会　館

月 日 曜 行事名 開場 開演 会場 入　場　料 主　　催（問合せ）

２ ６ 日 新春歌謡祭  9：30 10：00 大ホール 無　料 そがめ歌謡教室（℡0897－55－6272　十亀）

９ 水 合併記念事業 地域経済活性化シンポジウム 13：00 13：30 大ホール 無　料
(社)研究産業協会
地域経済活性化シンポジウム実行委員会
（℡0897－53－0010　産業情報支援センター）

11 金 社交ダンスパーティー 11：30 12：00 小ホール 1,000円 西条竹ダンススクール
（℡0897－56－6348　若原）

13 日 西条市民吹奏楽団第13回定期演奏会 13：30 14：00 大ホール 無　料
要整理券

西条市民吹奏楽団（℡090－3461－7570　高畑）

20 日 西条市人権・同和教育西条支部研究大会  9：00  9：30 小ホール 関係者
市人権教育協議会西条支部、市教育委員会、
県人権対策協議会西条支部
（℡0897－56－5151内線5242　人権教育課）

27 日 西条歌謡同好会カラオケ発表会  9：30 10：00 大ホール 無　料 西条歌謡同好会（℡0897－56－5258　伊藤）

催物については、主催者の都合で変更することがあります。

月 日 曜 行事名 開場 開演 会場 入　場　料 主　　催（問合せ）

２ ６ 日 第15回ふじ美会舞踏発表会 12：00 12：30 大ホール 無　料 ふじ美会（℡0898－68－7517　永井フミ子）

11
12
13

金
土
日

農業機械大展示・実演試乗会  9：30 ― 駐車場 無　料 ㈱ヤンマー農機四国愛媛カンパニー
（℡0898－76－5200）

20 日 カラオケ発表会　新春演歌「飛翔」  9：30 10：00 大ホール 無　料 寺田歌謡教室（℡0898－68－7240　寺田猛）

催物については、主催者の都合で変更することがあります。

【２月の休館日】毎週月曜日、15日㈫

【２月の休館日】毎週月曜日、15日㈫
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